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This is the second report and the first was reported in 1982. Gas mixture of SF 6 and He 
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じめに

建物内における火災時の煙の流動性状を調査す

る方法として， トレーサーガスとして広〈使われ

いる六フソ化蹴吹きど宅ヘリウムと介したガス

〈以下「混合yゲス」 という。)が手江戸誌で‘おるかどう

かを硲認するための実験を，昭和56年度から開始

した。

混合ガコえの決直方向におけ本的な流

J巴握するための基礎実験令行っている途

が.今思{ま.今までに行った実験結果に

ついての概要を報告する。

験目的

スの垂政方向における基本的な挙動を把

握し，今後の研究における基礎的資料を得るため。

3輸実験方法

(1) 機用した;露合ガスの種類

il~合ガスの混合割合が，ガスの挙動にとの

程度の彰響を与えるかを調べるために，次の

ご橡類の混合え;えを使用し介。

六フ'/志煮の濃度が1 の分析

の標準;ヴス。〈以下 rO. M台、ガス」と

し、う。)

イ 六フ y化硫黄 150m.e/minとヘリウム 13

場汗究室

( 28) 

C / m in(7yiiQ舎で混合したグス。(以で!

混合グス!とし、ぅ o) 

ウ 六フッ化縦貫l'750m.e/m川とへ 1)ウム 13

R-/minの割合で出合したガス。(以下r5 % 

i1~{í'"ス」とし、う。)

(2) 実験謀議

垂蕊
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写真 垂謀議ダク卜

実験淡震は出，苓内 lに子j、すようなトタ

ンで作製し、 tll合力スの放出口 (No1 )と1;;-，

紋口 (No0 ，災 ~No. )と全敗リ付けた垂

直ダクト及び放出口とをニブロンチューブて

接続したガス引の袋詰..(向 2).段取口と合ニ

ブロンチューブで接続したガス採取装罰(同 2.

写真 2)を使用した。

実験談置

測去を方法

itf.台カスをタクト内に一定時開放出し.そ

のダクト内の混合ガス号、所定め採取 11から

一定め終間間以をおいいてガスほ取装置により

サンプリンクパ y ク内に取り入れ‘これを炎

光光j主将:出器付スグ?トグラフを使用し

て分析し.六フソ化硫黄の濃度を制定した。

写真 2 ガス採取装置

4. 実験内容

'I[i，lj iJi.H奇聞のj司|副長三与えた，次の二秘書rlめ笑泌を

行った。

(1) 5分間鳴の;良IJ淀

ア 目 的

! t /ヘ
1，ヒ口 ス治、 j外すらかどっかを {r華山…ずる

ため。

イ 実:ぬよ長f牛

実験条i'1等は図 3‘表!のとおり。

ウえ liGHII守IMj

口一四
o 1分2分

ガスほJlx時間(ら秒間)
ι 国国

7分 12ぅ 1分

図 3 ガス放出時間及び測定時間

(2) 10秒間隔の測定

/イ

表 2のとおり

回

分

10tY 20件 30秒 .10抄 50特別枠 70枠組枠 90件 100件 110秒

図 4 ガス放出時間及び測定時間
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各実験結果を悶 5-図10に示す。
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l分後

図 6

各機合:が3主体. ?"タトの同属紘態の違い及

びitt蓄を鍋会め逃いによゆ}そめ挙動総異なるが.

いずれの場合も上昇していることが認められる。

この場合.特にダクトの問問状態の違いに

よる影響が犬診し w 各混合ガスとも.上下を

開設主総構治体い，j事い速度で司上昇し， その大

( 30) 



部分が早期に上部から抜け出てしまうが.上

~を閉鎖した場合は，ゆっくりとした速度で

上昇して最上部の天井面に至り.その後は順

次下方に愛れ下っていくことが推定される。

(2) 10秒間隔の測定

各実験結果を図11-図19に示す。

各混合ガスとも，ガスの放出を停止し一定

時間経過した後にも，各採取口において漫疫

の高いガスが検出されている(特にタクトの

開閉状態を，上下閉鎖及び上関紋下閉鎖にし

た場合に多い。)ことから，混合ガスはダクト
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内を単純な状態では上昇しておらず，対流.

拡散維の鱗維な挙動をしながら上昇している

ことが推定され，簡単には上昇速度は求まら

ないことが予想される。

しかし，ここでは.概略的ではあるが，そ

の傾向を把握するために.混合ガスが最初に

各採取口で検出された時間と放出口までの距

離から.上#速度を求めた結果ーを表3に示す。

表 3

(注 o紗時. 10秒時に1ft度が検出されている

グラ 7(図14恥 15.17)については.他

と比較して減軌棚1)も弔えられるの

で. ガえの検出峨精舎議場弘通際にはこの

グラ 71i除外し j 池~l~らめグラフから
らのみ求めた。

表 3の結果から，次のことが言える。

ア 混合ガスの上昇速度は.ダクトの開閉状

態の違いによる影響を受けやすしこれに

( 32 ) 

比較すると，混合割合の違いによる差はそ

れ程ない。

イ ダクトの開閉状態を同一にすると.各混

合ガスの上昇速度は， 多少の差はあるが，

LHf同じイ直である。 しかし. この点につい

ては.更に測定間隔を短縮した実験を行い.

確認する必要がある。

6. おわりに

今回の実験により，混合力スの垂直方向におけ

る挙動(主として上昇速度)の一部について把握

することができた。

今後は，この結果を踏まえて混合ガスの測定問

|涌，混合割合，裁量等にも検討を加え，曇纏方向

の挙動を把握するための実験を更に進めるととも

に，水平方向の挙動をも把握するための実験を行

い，その利用の可能性について検討していく予定

である。
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